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こ一　　あ　　し､　き　　っ

支部長　山崎　富士夫

この度､難柄連十勝支部の支部長に就任し3: i,た｡山崎富士夫です.昨年度までは事務

局長をしていました｡所属部会は､小鳩会です｡小鳩金はダウン症候群の子供を持つ親の

金です｡いろいろな鐘緒があって､ダウン症i･1､病気ではないのですが､難病患者と家族

の会に所属しています｡従って､私自身は､患者本人ではないので､支部長をお引き受け

することは､速度しなければならないのかも知れませんが､今年度､たまたま､役員の中

で､年齢が高いので､勧められてお引受けすることにい-ました.どうぞ､前支部長の

江口様のような､カ削､リーダーシップはとれません机役員みんなで､よく相淡しなが

●　三言.%批しての役恥果たして行きたいと考えていますので､よろしくお願いいたし

なんれん十勝は､今､大きな転軌こあります｡その一つは､福祉機器販売の事務所の規

模が縮小されました｡従来､職員2名体勢で福祉機器の販売と貸出し等の営業をしてきま

した｡これは､難柄連本部の事業としての活動でした｡介車機器のリースなどが行われる

時代を迎えて､規模を剛､することになったものです｡今後は､ 1名体勢で比較的小さい

物の販売や')-スをしていくことになりました｡

従来どおり､相扱事業やなんれん十勝の事務所としての役割は継続していきます｡どう

ぞよろしくお願いします｡

二つ目は､難柄患者のための共同作業所の設立についてですれ2 0 0 0年度開設にむ

けて準備をはじめます｡なんれんの共同作貴所は道内ですでに設立されているのは､旭川

● '諾.r･-.S::I.ご∴ :*:∴∴｣∴'∴∴㍊二‡L:l∴榔し:･･さ‥

また､現在は部会は1 0部会ですれ新しく部会-くる動きがあれば､段取りについ

て支援して行きたいと患っています｡

鯛の榊故で､今年度の活動計画の称要を載せましたが､各部会から役長のが出て下

さっています机大きな行革の時は､部会からの人的支援をお凝いしたいと思っています

どうぞ､なんれん十勝を｢なんとかする｣ために役貞一同努力しますのでよろしくご支援

をお敵､します｡簡単ですれ掛壬の挨拶に代えさせていただきます｡

平成11年5月17日
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1　9　9　8年度　十勝支書TS活動事項曽　　　於:給金

1999 ･ 4 ･ 10

月日 剄s事 ���ｩ&��参加 儖Xﾖﾂ�

4 �#b�十勝地区肝臓窟検診 ��ﾘﾘyY�85ｨ985��200名 ��

5 �#r�第1同役貞金(捻金) 倡浦H駟k���13名 ��

6 ����なんれん十勝26号編集 �� ��

6 ����花火販売取組み 丿YYH檍,侘H-�5ｲ� 度ﾈ駟h-ﾈ,R�

7 ���全遭集金協賛広告取組 倬ik�ｼr餾H橙� 塗ﾈ駟h-ﾈ,R�

7 �#"�第2回支部投点金(以下＼毎月1回第3土曜日を定例とする) 

8 冉ﾓ(�)�9�ﾈ�ｾ�������6�｢�9名 兀�8�ﾈ�85��

8 �3��第1回募金箱回収 �� 倬ik�ｼr�

9 途�第20回患者家族交流会 囘ﾈﾚ�*ﾂ�2名 ��ﾉ62韃(ﾚ｢�

9 �#��第9回十勝健凍祭り 仂闔8ｺi�,�5ｨ92�6名 兀�9�Xｮﾙ5x鹵�

10 ����JPC街訊キヤンベ-ン �4��ｲ�-8+h-ﾈ.����lo宅 ����Tﾒ�

10 ����国会神髄署名募金開始 �� �8ﾈ駛(-ﾈ,R�

10 �2�なんれん十勝27号編集 �� ��

10 ��B�弟21回患者豪族交流会 �')69*ﾂ�2名 ��Ynﾂ�

12 澱�r障害者の日｣紀念行事 倡9Y�85ｨ985��ｲ�6名 �6�5X�ｸ,i5x鹵�

1 ��b�役旦新年会 �4�8ｸ7H4��ｲ�8名 宙廂�ﾉX�%2��

2 �#���"�鞭.+勝合同牧丘研髄金rかんばの宿 冤o宅 冏ｹYHﾖｸ蹐)kﾂ�

2 ���#b�なんれん十勝28号編集 �� ���3�YB�

3 �#��本部会計指導 �>��5ｨ985簫�1名 伜(ﾞ因����

3 �3��募金箱tgI収(全部) �� 冏ｹYH-i�xｾ��

3 �3��署名用就回収 �� 冏ｹYBﾙ�yWB�

4 ����1999年度捨金 丶xﾘyY�85ｨ985�� 冩�.X淤�僖�-ﾂ�
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1　9　9　9年度　十勝支喜TS活動百十画

月日 剄s事 ���ｩ�ﾂ�参加 儖Xﾖﾂ�

5 �#"�第1同支部役員会 倡�=�ik���全員 �.ﾓ97�DVﾉ.円��

6 �(h��花火販売開始～7月末 �� ��

6 ����なんれん十勝編集作業 倡浦H駟k���担当者 �#俘b駮�X仞��

6 ��簫�全道大会協賛広告 倬ik�ｼr餾H橙� 亢�ｭh鑄,XﾌH-�5ｲ�

7 �#�����｢患者会のない患者.豪族交流会｣とかちプラザ 劍*��

7 �3�ﾒ���#��全道大金参加 倅Ig倡4S�Ykﾈ決�8��/�mｨ�"�

8 凾ﾈんれん十勝編集作業 倡浦H駟k��� �3�ﾘb駮�X仞��

8 �3��第1回募金箱回収 �� ��

9 ����第4回支部役員会 倡浦H駟k��� ��

9 �#R�合同レクTJエ-シ3ン �6x7ﾘ8�6�(8ﾈ42� ��

10 ����JPC街班キャンペーン �4�4892�:�ｭｹ���ﾂ�目削5名l 

ll �(h��正月剛販売開始～12月上可 � ��

12 �(h��鳩著者の甘｣苫己念行事基加l榔止センタ � ��

2 ����なんれん十勝編集作業 �� �3�ﾘb駮�醜橙�

2 �(h��役貞研修会 �� 冏ｹYH,hｺh賜�

3 �3��第2回募金箱回収 �� 俥ﾈｼh/�Zｩ%2�

※この他に､市主催の｢リサイクルバザー｣などの行事があります. 
※定5Tl投貞金毎月弟3土曜日14時～16時組合福祉センター又は 

支部事務所 
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財団法人　北海道難病連

1998年度

支部決算報告書
自: 1998年　4月　1日

至: 1999年　3月31日

収入の郎 �� ��

科目 涛るD�7疫ﾈ蠅�98年度決算 儖Xﾖﾂ� 

支部運営補助金 �%��ｵ､3%�･�u���84�5�4��23 �;�>����^(�ｾ�� 

市町村補助金 �2〆P ��

その他の助成金 ����C �� 

参加費収入 �,h5罟4�4�4�� �� 

寄付金収入 �4�4�4��Je/J1 �� 

協力会還元金収入 畠Zｸ4�4�4��･㌢ �;�>����ｺi|ﾘ橙�

募金箱還元金収入 汀､45｣��=/PJ? �;�>����^Xｾ�J�� 

署名募金還元金収入 �� ���8ﾙ�檠��飲�kﾉ^Xｾ��

販売事業収入 胞｢� �� 

その他の事業収入 �4�4�."� ��

受取利息収入 ���4��2 �� 

雑収入 �2�36 �� 

足柄連事業参加助成金収入 ��_2 �� 

ー)ヽ_ ���∫ �� 

積立金取崩収入 ��dO �� 

前期繰越金 涛Bﾃs#"�タ兵/顔 �� 

収入合計 �7i��.h*��fy:737/ �� 
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折目 涛吋�7疫ﾉ�b�98年度決算. 儖Xﾖﾂ�

事業費 敵ｳbﾃ6ﾓｲ�如d: ��

地区集会費 �2�C ��

全道集会 �667v俑謫#����

医療講演会 坪��ﾒﾒﾒﾒﾒﾘ��｢���

検診相談会 剪�

機関紙一誌費 �3r���

研修会 貿4｢�･f---- 2L7// ��

レク.交流会費 �2�C ��

地域部会援助費 �5�4�4��- ��

相談員補助 ����♂ ��

活動費 �6�wﾒ� ��

負担金.分担金 ����0 ��

HSK負担金 �2� ��

維持運営費 宝"ﾂ�4韭ﾃ*2�t24L22 ��

事務局費 �-�4蚌�______,32,Jfi / ��

事務消車巨晶費 �4�4蚌���

通信費 ��� ��

交通費 碇8�佛"�3 ��

資料費 ��84�4�,cr�よo ��

経費 靖｢�♂ ��

旦今風_ �� ��

積立金支出 �� ��

予備費 �� ��

次期繰越金 ��辛 ��

支出合計 舒dSCBﾃ33｢�白�
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財団法人北海道難病連 1999年度 支部会計予算書 ��r�

自: 1999年　4月　1日

至: 2000年　3月31日

支部名　　十線支_や　　　　_ _ __一

収入の部

科目 涛吋�7以亥｢�99年度予算 儖Xﾖﾂ�

支部運営補助金 �#&er�low �;�>����^(�ｾ��

市町村補助金 都C､5�2�oCククL7 ��

その他の助成金 ���C ��

参加費収入 ���♂ ��

寄付金収入 梯�32�クク0ク ��

協力会還元金収入 �"ⅸ5�鉸�fc/o'CO �;�>����ｺi|ﾘ橙�

募金箱還元金収入 ��ﾅ｢�/t7ク06' �;�>����^Xｾ�J��

署名募金還元金収入 �4ｨ5��ク押 櫨�8ﾙ�8���飲�kﾉ^Xｾ��

販売事業収入 箔ｴ津32�flo/OW ��

その他の事業収入 梯ﾅ､ﾃu��/CrC/ ��

受取利息■収入 湯���クク ��

雑収入 �4ﾄﾈ<��0 ��

煮病連事賞参加助成金収入 �#"�ZC/CW ��

/-,～ 亦�C ��

積立金取崩収入 �4菁｢� ��

前期繰越金 ��ﾉ~9~2�/C.(,ZP ��

収入合計 虹�#s#u��ZPJ779 ��
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● �盈｢��98年度決算 涛僖�7疫ﾈ蟀OXﾖﾂ�

事業費 劔�����′3クク ��

地区集会費 僂 血 ���� 

負 劍4誣Br� 

医療. �4ﾉ�H��0 ��� 

謬相決= 凵� 版�� 

機関紙.誌費 兩…T/_84,_撹_ L7// �?�,ｲ� 

研修A 剪� 

レク.交流会費 �0 �� 

地域部会援助費 �//?'2/3 艇4薐�4鞆ｲ� 

駅員補助 �0 �� 

活動費 價ti ���� 

負担金 兒ｩ%8ｾ��0 �� 

HSK負担金 �22 問� 

維持運営費 劍9��ﾈ5��ll. ��

事務局費 兩___"_3_考慮 _…_∫_4_i/"_ 2 抱�ｸ�8�ｵ�Tﾅ�Xﾟ2�ﾒﾒﾖf4｢ﾙ*冢ﾂ� 

事務消耗品費 劔 

過 剩� 

● ��交 儂��3クQク ��

餐 儂��i;27 ��

雑費 � 峰┼[ｨ�Hﾚｨﾘb�

士.ノ＼ � 

積立金支出 剪� ��

予備費 次期繰越金 剪� ��

支出合計 剪cB�� 
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1999 度北海道難病連十勝 最多

NO 役　職　名 氏　　　　名 所　属　部　会 自宅電話 住　　　　　　　　所

１ 支　部　長 山崎富士夫 小　　鳩　　会

-‥－－－一一

２ 事務刄長 成田　愛子 あすなろ会

血ふ-･Ｉ．＝ふふ

３ 事務局次長 竹内　淑子 心　　臓　　病

４ 会　　　計 加藤　健爾 腎　　臓　　病

　　　－－－－

－-‥一一－－一一
■－¶　　・－■■㎜

５ 会計監査 加藤　富江 二分脊椎症 ｌ
６ 会計監査 工藤　良三 小　　鳩　　会

７ 運営委員 山根　静子 パーキンソン病

一一一‥・－

８ 運営委員 内藤　雅勝 肝　　　　　炎
r ■ 　 　 ＝

９ 運営委員 大野ひとみ 膠　　原　　病

－－－－－・－

_

10 運営委員 田中　弘子 リ　ウ　マ　チ

-－-

１１運営委員 加藤登美子 リ　ウ　マ　チ

12 運営委員 吉渾　一廣 後縦靭帯骨化症

一一‥－－－－

１３ 運営委員 沢田佐登子 橋　　本　　病

-＝＝ｉ－－ふ皿

14 運営委員 中山　貴洋 心　　臓　　病

－　－－－－一一

１５運営委員

１６運営委員

17 評議委員 加藤登美子：竹内淑子（十勝支部役員と兼任･任期2年）

所
在
地

難病達十勝支部事務所　〒080-0015広市西5条南13丁目19-2　　　�:23-6634
福祉機器事業帯広営業所　〒080-0015広市西5条南13丁目19-2　　　�:23-6602
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fax:23-7071(共通)

－８



●

●

第2　0金全道支曹TS協棟金事項告

支部長　山崎富士夫

第20回全道支部協故会は､ 5月1 6日､難病連センターにおいて開催されました｡韻

鬼は次のとおりです｡

1.支部演出理事及び亜紀理事の推薦

道南ブロック･道東ブロック･道北ブロック･道東ブロックの4ブロックから1名ずつ

支部退出理事のうち1名を登記上の理事とする

2.医簾講演会等支部事業について

(D　支部と部会の連携について

(診　検診･相扶会･地区集金･交流会の開催はか地域行事の計画について

3.がんばれ難病患者日本一周激励マラソンのTJハ-サル(5月･ 6月)及び道内ランの

支凄体勢及び袈金活動について

4.今年度の新柄医簾福祉相は会の実施について

5.第26回全道集会(札幌)について

6.第27回全道集会(函飴)について

7.電話･ FAXの設置について

8. ｢難病患者等居宅生活支援事業｣と地方自治体への要望について

9. ｢介舌保険｣をめぐる地方自治体の情勢について

1 0.難柄医探索の自治体助成に関する情勢について

1 1.今年度の支部研修会開催地ブロックについて

12.その他

･全速集会の協賛広告に力を入れてはしい

･税務署から､消辛我と療泉徴収のことについて問題視されていること(売上･講師

の謝礼も)

以上のことについて､本部からの提案通りに承醸されました｡道東ブロックの理事は､

釧路支部の佐藤さんになりました｡

一9-
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#病連定期棒金出席して

始めて評故事且として､リウマチの加藤さんと出席しました｡

前年度の活動報告が､長時間だったのには､驚きと疲れを感じました｡

周りの評鞄委員の中には､眠っている人も結構いて

私は,総会ってこんな感じなの?､ ､ ､しかし､イエローノート　なんれんでは

知ることのできなかった耗病連の活動の深さを知ることが出来勉強になりました｡

夜に行われた交流会では､他支部の方々とお話することができ

視野が広がったように思います｡

心臓病部会

竹内板子

喪章

帯広営幸所の籍小及び正塀見採用.本部Jthにつ
いて

く絵集>特に質問なく承認

介津保険がはじまると扱器の事業収入はレンタルが主体となるため大
幡な減収となる見込である｡帯広営業所については釧路と同じように共

同作業所とする方向性を模索し､支部書薪所の維持を行う.帯広営業所
担当堀JLを札幌に転勤させ､本部機能の強化を行う.簿外の瀬島の抽入

卸も行う.
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お　知　ら　せ

1　出席幸ti昏

平成1　0年度　第3　同家:庭看護普及教室

帯広保瀕垂所広尾支所

平成1 1年3月1 8日　大樹町生涯学習センターにおいて開催されました｡なんれん十

勝から､山根静子さんが､練師として依頼され､他の役員と合計4名で参加しました｡

山根さんのお酌､自己鮒から始まり､母掛バ~キンソン柄であったこと､自身も　●

同じ柄気になった体故を述べたのに続いて､友の会帯広ブロックを結成した経過を鈷され

ました｡頚在の金の活動状況や日常生活の様子､仲間の方々との交流などについて話をさ

れました｡

引き続き交流会がもたれ､支部から参加した成田さん､内藤さん､山根さん(隆)がそ

れぞれの立場で発言しました｡ rたんばばの会｣の服部さん､保健姐さんのそれぞれから

話があり､楽しく有意義な会合でした｡

2全道大会の予告

第26回難病患者･障害者

と家族の全道集会

このことについては､後日本部から全Elに

通知がありますが､取り合えず期日と場所

をお知らせします｡なお申込みは各自が範

接､難病連本部へ｡

と　き1999年7月31日～

8月1日

ところ　札幌市

(会場は分科会ごとに分かれますので

後日の案内で)

3　十勝支部の行事

第10回十勝に患者会の
ない患者･家族交流会を

開催します

と　き1999年7月18日(日)

ところ　帯広市とかちプラザ

13時～15時

※出席の申込みは､同封のはがきで

7月12日(月)までに､十勝支部へ
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こ小協力有り難う　ござし→ま　し六二〇

1　募金箱設置さこつt,→て

1 9 9 8年度､募金箱設置は次の事業所にお戯いしました｡ご協力ありがとうござ

いました

帯広市大通り　　エイトプラザ･アルファ一　　　様

地田町　　　　池田ワイン城町営レストラン十勝様

帯広市大空町　川西大空マーケット中央店　　様

同　　　　川西大空マーケット1丁目店　　様

幕別町　　　　十勝正直村　　　　　　　　　様

帯広市東1 0粂　軸排かぜ　　　　　　　　　　様

帯広市桶田町　茂吉招酒店　　　　　　　　　様

帯広市酉8粂　ダイイチ酉8灸店　　　　　　様

帯広市酉酉1 8粂ワインプラザカワイ　　　　　様

帯広市白樺1 6粂モミの木　　　　　　　　　　様

帯広市西5粂　難病連十勝支部事務所　　　　様

1998年度

後期分

(9月～3月)

合計金額

22, 200円

本部及び支部の活

動梁金に充当させ

て頂きます｡

2　ノヾザ-用品　-　T}　ンクやプノレ

難柄連十勝支部が､架金造成のために′ヾサーをしています｡バザー用品は､家庭で

不要になった衣類や甜度晶を頂いて販売しています｡

この活動に､ご理解とご協力をいただいた多くの方々に厚くお礼を申し上げます｡

匿名で協力して下さっている方か多いので､個人的にお礼のご挨拶を申し上げられま

せんが､この洗面でお礼と報告をさせて頂きます｡有り難うございました｡

なお､ 1998年12月に実施した､バザーの売上絶額は､ 12. 520円でした

缶ジュースなどについている､ TJ　〇一ク○フ~ノレを沢山集めて送ると､車椅子

が貸えます｡この清動に難柄連十勝支部も参加しています｡事緒所の方に沢山持参し

て下さった方がいます｡集めている税関に渡して､役立てて頂きます｡毎日の積み重

ねに敬意を表し､感謝いたします｡有り難うございました｡
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お花見のご案内

き　6月　20　Eヨ　(E]) ll:00-14:00

◇ところ　可匹広りこ′-トホテノレ

着丈町事文和四3払71　h　42-2220

◇串カロ羊t　一　人　500円　('1､学生以上)

(飲み乱おやつは各自ご持歩ください. )

〇日　　庵11:00-12:00　_入浴　交流

12:00-　　　　　　　=昼食

12:30-13:00　　お施し.みタ　イム

13:00-14:00　　入浴　　カラオケ

函巨石罰

◇申込み　　6月1 2日　く=ヒ)　ヨ巳で

事Rl対のハガキか.屯岳(31-8723)で申し込ん

でください.

◇讃生迎ノ<スガSTCます　(

≡::mA:lツセン…　L.?;読.;
姓合格祉センター添

書バスご利用の方は申込みのさいに.乗ヰV所を

お知らせください.

I",P&';I:Odl

◇細物- ･ボランティアのフ旨t,ヽヨEす

二≡巨イ世　(肘) jヒ手軽講和7河迎背丈5宅部
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幸振　　　　替

1　　J P C国会詩音標茸才子動へ参力tJしま　しブヒ

支部長　　山　崎　富士夫

r難病公費医廉の患者負担を撤廃し､患者を柄院から遠ざける医簾保険制度改悪に反

対する締聯｣ - (青色用紙)の国会緒朋-

4月1 9t]､個人の用事で､たまたま上京していました｡北海道難病連の国会緒舶団と

合流して､甜禰行動に参加して参りました｡

難柄連に関わりをもってから､相当の年月になりますが､国会緒潮田に加わって､放免

会館を訪れるのは初めてで､とても緊張しました｡国会議員の皆さんに､国民ひとりひと

りの願いを直接伝える方法のひとつとしての署名を持参して､措願の趣旨をお話してくる

のですから､署名に協力して下さった方々の意志がしっかり伝わるように頑張らなくては

という気持ちで､一同､引き締まる雰囲気が責っていました｡

北海道からは6名の参加でしたカ＼予定外に､私が加わったため7名になりました｡私

は､本部の伊藤たてお事務局長と同じクループで行動しましたので､緒廟の趣旨を口調で

伝えるのは､事務局長の役割､私は､専ら碩員さんの受け止め方を記録する係をしました

北海道送出の衆械院抜点と参横院班員の方々の抜員全紙を廻りました｡

今回の緒厳は､ r医療保険制度改悪に反対｣という内容なので､ r組合的難柄対熊･ ･

･｣の緒願と追って､国会故員の先生方も､簡単に　rハイ､わかりました｣とは言って

くれませんでした｡掛こ､与党の立場で法案に賛成した立場の方は､ ｢一応､いただいて

おきます｡ ｣という返事で共通していました｡ (個々の反応は､ここでは述べません｡ )

十勝地区の､難柄連の活動に賛同して著名に協力して下さった､ 1 8 0 0名の署名と総

額6万円を上回る募金が生きるように､今後も活動をしなければと言う気持ちが､より強

くなった､貴重な体額でした｡

2　主!宣東地区支書TS協鵡集金の幸ti告

支部長　　山　崎　富士夫

5月2 9日､釧路市の釧路キャッスル･ホテルにおいて､道東地区支部協誠会が開催さ

れ十勝地区からは､音更支部の小竹副支部長と､私､山崎が出席しました｡

主な協械事項は､ ①道東地区の役員研修会の持ち方について　②国会緒触活動について

⑧合同レクについて　④その他｢がんばれ難柄患者･日本一周マラソン｣のTJハ-サルに

ついて｡の4項目について協械しました｡

①の役員研修会については､以前にしていたように､道東地区もちまわりで開催するこ

とになりました｡但し､十勝地区では4年に一回を目処に開催する｡ ②の国会締朋活動は

道東地区で資金の額立てをして､独自にプラスl名参加できる練にする｡ ⑧の合同レクは

それぞれ､最寄りの支部で協力して附催する｡

以上の様な基本事項が確弦されました｡ ｢今後､お互いに協力して行きましょう｣という事です○　蘭多摩塾
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がんISわ#病膚者

日本一周激励マラソン

7月25日(E])宗谷岬スタート

8月1日(日)全道集会会場

ホームページを開設しました

http://www.tokeidai.co.jp/h･nanren

〟 S KなんれんとかちNO

絹集人財団法ノU蟻洲病連十静支部山崎富士夫　昭和4昨1月1 3日舞三種郵便物組可

｢ふれあい帯広｣ ℡ 0155123-卸2 FAX 23-7071 1999年6月1柑発行粘K通巻取折号

散左市西5粂南13丁目19-2　月-金10時～17時

M物協会　細　川　久美子
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